
ウォールキャビネット

組立・設置説明書 2022.8WN06M01

LWFL060～090A／CN型

（建築工事）

固定用木さん
（幅90×厚み30）

商品裏面から木さん
までは13mm以下

重要

天井フィラーを取り付ける場合は、キャビネ
ット設置前に天井フィラーの組立・設置説明
書をご覧ください。

　取り付けは必ず平滑な壁面としてください。

壁固定用座付タッピンねじ（φ5.2×55）

4本

6個

化粧キャップ

2本
※ウォールキャビネットが
　隣接しない場合は使用しません。

連結用座付タッピンねじ（φ3.9×28）

※650サイズは同梱しません。 1個

パッキン（白：6×6）
洗面化粧台

化粧鏡

ウォール
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商品の機能が十分に発揮されるように、この組立・設置説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

   取り付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。 

壁固定用ねじ取り付け位置に木さんを入れて補強する
キャビネットが落下しけがをするおそれがあります。

木さん

13mm以下

 

故障および転落・転倒してけがをするおそれが
あります。

使用中にキャビネット・扉が落下してけがを
するおそれがあります。

木部の膨潤、変形によりキャビネットが外れてけがを
するおそれがあります。

浴室など湿気の多い場所へ設置しない

1. 安全上のご注意

2. 設置寸法
　特注品の場合の設置寸法は、商品図を確認してください。
　＊印の寸法は壁固定用ねじ位置を示します。
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3.設置上のご注意

4. 付属部品明細

洗面ボウルの上にのらない 取り付け完了後、キャビネットの固定・
扉の傾き・がたつき・丁番のゆるみが
ないかを必ず確認する
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注意
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禁止

注意
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必ず実行

必ず実行



扉の傾き・がたつきなど丁番のゆるみがないことを確認し、必ず調整をしてください。
　キャビネットを取り付ける壁面はクロス貼りなどの仕上げを施してください。

E

　キャビネットの内側より連結用ねじで隣接するキャビネットと固定してください。

重要

有機溶剤（シンナー・アセトンなど）の使用は表面を変色・変質させますので、
絶対に使用しないでください。

〈扉の丁番調整のしかた〉

〈プッシュラッチの調整〉

　商品についた汚れ（プラスチック部品の静電気による黒い汚れを含む）は、ぬれた
布をかたくしぼってふき取ってください。

　その後、水を湿らせた布に少量の中性洗剤を付けてふき上げ、最後にからぶきして
ください。

 　キャビネットが壁に確実に固定されているか確認してください。
    扉が開閉することを確認してください。

　直射日光にさらされる場合は、必ずカーテンなどで遮ってください。

15

〈前後のずれ〉
プッシュラッチを回して調整する。
※扉が開かない
　場合は、左へ
　回してください。 左

前へ出る
右右

後ろへ引っ込む後ろへ引っ込む

【調整要領】

台座

〈前後のずれ〉前後調整ねじ
で調整する。〈上下のずれ〉

上下調整ねじで調整する。

〈左右のずれ〉左右調整ねじ
で調整する。

※ねじを回すと、扉が左右に動きます。

外側
内側

右回し

左回し

内側

右回し

左回し

上

下

ねじを
締める
（4カ所）

ねじをゆるめる
　　　　（4カ所）

扉を動かして調整

上下調整ねじ

前後調整ねじ
左右調整ねじ

25

25

化粧キャップ（2個）

5.取り付け条件

6.取り付け手順（番号順に取り付けてください。）

キャビネットの連結（隣接するキャビネットがある場合）3

※隣接するキャビネットと下面
および前面を合わせるようにし
てください。（左右共）

※隣接するキャビネットとすき間
のないように固定してください。

座付タッピンねじ（2本）
（φ3.9×28）

7.取り付け完了後の確認と清掃

　キャビネットの扉がずれたときは、丁番で調整してください。

※ウォールキャビネットは洗剤などが収納されるとかなりの重量になりますので
地震などの際に落ちることのないように、壁固定用ねじ取り付け位置には、壁面
に固定用木さんを入れてください。

キャビネットの壁固定部分には、設置壁の裏面に固定用木さんを入れる

木さんを使用せず、下地材を合板とする場合は、設置壁の全面に厚み
12mm以上のJAS規格品の合板を強固に取り付ける（建築工事）

コンクリート壁の場合、現物に合わせて壁固定用ねじ位置に下穴をあけ、
壁固定用ねじにあったプラグ（引抜き強度：1,000Ｎ以上／本）を打ち
込んでおいてください。
プラグは壁固定用ねじにあわせて現場にて準備してください。
（プラグ用の下穴は必ずご使用プラグ指定のドリル径であけてください。）

キャビネットが落下しけがをするおそれがあります。

必ず実行

警告

必ず実行

調整後、上下調整ねじをしっかり締め
付けてゆるみのないことを確認する
扉が落下してけがをするおそれがあります。

電動ドライバー禁止
部材が破損し扉の脱落に
つながり、けがをするおそれ
があります。

注意

禁止

けがき位置に下穴（φ2.5×5）をあける3

エンドスペーサーを下穴に合わせ、取付ねじを取り付ける4

エンドスペーサーを取り外し、キャビネットを壁固定したあと、差し込む5

設置レイアウトよりエンドスペーサーが必要な場合は、次の要領で別売品のエンドスペーサー
（LEFL040GWN型）を取り付けてください。

※エンドスペーサー幅は最小5mm、最大40mm対応可能です。

【ドア枠がある場合】 【すき間がある場合】

・エンドスペーサーを取り付けるキャビネット
を所定の位置に仮り置きしてください。

・壁とのすき間B寸法を測定し、エンドスペー
サーをB寸法にカットしてください。
仮り置きしたキャビネットを取り外して
ください。

ドア枠

A
エンドスペーサー

カット代

A+5

エンドスペーサー
カット代

B

B

・A寸法を測定し、エンドスペーサーを
（A+5）mmにカットしてください。

取付ねじ（4 本）（φ3.5×13）
※エンドスぺーサーに付属されています

〈L寸法〉

※下穴を貫通させないでください。

エンドスペーサーの取り付け（別売品）1

寸法を測定し、エンドスペーサーをカットする1

キャビネットにエンドスペーサーを合わせ、ねじ取り付け位置をけがく2

※その際、エンドスペーサーの着脱ができるよう取付ねじの高さを調節してください。

※商品は水平・垂直に取り付けてください。
　（壁面にゆがみがある場合は、ライナー（現場調達）を入れて調整してください。）

底板下面奥側に付属のパッキンを
必要な長さにカットして貼り付ける

【化粧鏡の上部に設置する場合】

※水平・垂直方向の位置合わせ
をしてください。位置を合わせる

ウォールキャビネットをセットする
※化粧鏡にのせないでください。必ずE寸法（設置寸法）に
　合わせて、ウォールキャビネットを設置してください。
※化粧鏡とのすき間はパッキンで埋まります。

壁固定ねじで固定する
化粧キャップを取り付ける

木さん

パッキン

化粧キャップ

キャビネットの壁固定2

1

3

2

4

座付タッピンねじ
（φ5.2×55）
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